
　
　
　
　

田中 淡（たなか・たん）

　1946 年神奈川県生まれ。1969 年 3月横浜国立大学卒業後、東京大学大学院に進む。1971 年

より文化庁文化財保護部にて国宝・重要文化財建造物の調査、指定、修理に当たる。1974 年 4月

に京都大学人文科学研究所助手に転じ、助教授を経て 1994 年教授に昇任。中国の建築と庭園を

中心に広く中国の文化について多数の論著を成し、その視野の広さ、個々の対象への深い

考察は驚くべき内容をもち、日本における中国建築史学の第一人者であった。2012 年逝去。

中国建築史の泰斗が拓いた世界

田中 淡 著作集 全三巻

「本書は、中国の建築、日本の建築、ひいてはアジアの文化に
       思いを寄せる人々への、田中淡氏からの豊穣な贈り物である。」

藤井恵介（東京大学名誉教授）

田中淡著作集 3『中国建築と日本』    定価 8,800 円（本体 8,000 円＋税 10％）

田中淡著作集 1  『中国建築の特質』　定価 6,050 円（本体 5,500 円＋税 10％）
田中淡著作集 2『中国建築と庭園』    定価 8,800 円（本体 8,000 円＋税 10％）

全巻セット　定価 23,650 円  （本体 21,500 円＋税 10％）
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「本書に収められた 21 本

の文章は、田中淡氏が全

力を傾けて解読しようと

試みた中国建築の特質に

ついて、ほぼすべての中

国建築を対象として、多

様な方法をもちいて論じ

ている。読者諸賢には是

非心から賞味していただ

きたいと願うばかりであ

る。」《「解題」（藤井恵介

/東京大学名誉教授） より
抜粋》
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中国や欧米をはじめ国

外においても重視され

る、最高レベルにあり

続けた田中の中国建築

・庭園史研究。没後 10

年を経ても価値のまっ

たく衰えない、その成

果の核心たる研究論文

を中心に収録。
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中国建築が日本へもたらし

たものとは―。

中国建築史の泰斗が読み解

く、日中建築の実相。中世

における最重要の建築様式

のひとつと目される「大仏

様」の内実、中国建築史学

の動向、飲食や狩猟にかか

わる生活技術史。斯界を代

表する著者による、中国文

化全体を視程に収めた研究

の真価が本書によって初め

て明らかとなる。
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同　   年 4 月　　　　東京大学大学院工学系研究科
                                                                  建築学専攻入学
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